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◇
 
実

施
日

；
平

成
２

６
年

４
月

１
１

日
( 金

) ～
１

２
日
( 土

)  
晴

・
薄

曇
 

◇
 
参

加
者

；
青
木
青
木

青
木

青
木

宏
充

、
川
島
川
島

川
島

川
島

 
功

、
前

田
 

正
、

児
嶋

道
夫

、
 

生
熊

千
満

子
。

 
 

計
５

名
。

車
回

送
者

；
大

江
徳

子
。
 

  
土

日
に

作
業

を
計

画
し

て
い

た
が

、
日

曜
日

は
雨

の
予

報
で

、
先

週
の

予

期
せ

ぬ
雪

時
雨

に
遭

っ
た

事
か

ら
、

急
遽

一
日

前
倒

し
て

実
施

す
る

。
 
 

カ
ナ

ウ
ナ

ギ
ト

ン
ネ

ル
を

抜
け

た
地

点
の

通
行

規
制
(1
5
:0
0
～
1
5
:3
0
) 通

過
に

合
わ

せ
て

、
新

宮
を

１
３

時
３

０
分

に
発

つ
。
 

ダ
ム

湖
畔

の
桜

は
、
満

開
を

過
ぎ

て
い

る
が

、
国

道
4
2
5
号

線
に

入
り

高

度
を

上
げ

る
に

つ
れ

白
の

コ
ブ

シ
・

淡
い

ビ
ン

ク
の

山
桜

、
木

々
の

芽
吹

き

の
色

が
交

雑
し

た
山

容
が

望
ま

れ
、

春
本

番
を

実
感

す
る

。
 

白
谷

林
道

は
、

近
年

に
な

い
路

面
整

備
が

良
い

状
況

で
、

途
中

千
年

桧
手

前
尾

根
で

間
伐

材
を

搬
出

す
る

架
線

業
者

の
車

と
す

れ
違

う
。

工
期

は
４

月

一
杯

と
の

こ
と

、
又

尾
根

を
越

え
て

池
郷

林
道

側
へ

工
事

業
者

が
入

っ
て

い

る
と

の
情

報
を

得
た

。
 

児
嶋

さ
ん

は
今

夜
の

バ
ッ

テ
リ

ー
に

よ
る

Ｌ
Ｅ

Ｄ
照

明
、

生
熊

さ
ん

に
不

動
堂

の
お

供
え

替
え

と
掃

除
を

頼
み

、
前

田
・

川
島

で
千

年
檜

祠
の

お
供

え

菓
子

・
お

神
酒

・
シ

キ
ミ

を
替

え
に

行
く

。
 

戻
る

と
誰

か
薪

を
切

っ
て

い
る

、
あ

れ
ー

一
人

増
え

て
い

る
や

な
い

か
！

青
木

さ
ん

だ
。

今
朝

前
鬼

ゲ
ー

ト
前

に
駐

車
し

、
鋸

で
切

れ
る

倒
木

を
約

５

本
処

理
し

て
先

刻
着

い
た

、
大

概
回

り
込

め
歩

行
に
支
障
無

い
と

の
こ

と
。
 

先
週

に
続

き
大
阪

か
ら
協
力

に
馳

せ
参
じ

て
下

さ
り

、
本
当

に
助

か
り
有

難
い

。
水
場
ホ

ー
ス

は
、
昨
秋

児
嶋

さ
ん

に
固
定

し
た
頂

い
た

お
陰

で
、
順

調
に
流

れ
て

お
り

路
端

で
水

が
汲

め
る

。
 

不
動

堂
の
鍵

を
託

る
事

を
忘

れ
、

堂
内

の
お

供
え

が
替

え
ら

れ
ず

手
前

の

台
に

供
え

、
明

日
の
安
全

作
業

を
祈
願

し
て
皆

で
勤

行
。
 

「
明

日
で
南
奥
駈

道
の
安
全

点
検
巡
視
終
了
」

の
前
祝

で
乾

杯
！
 

暖
か

い
ス

ト
ー

ブ
の

側
と

Ｌ
Ｅ

Ｄ
照

明
の
下

で
、
各
自
持

参
の
弁
当

や
お

か
ず

を
出

し
合

っ
て

、
お
下

が
り

の
お

神
酒

、
沖
崎

さ
ん
気
遣

い
の
冷

え
た

ビ
ー

ル
で
歓
談
談
笑

す
る

。
下
戸

の
者

が
多

く
２

１
時

前
に

は
就
寝

。
 

風
も
弱

く
夜

中
起

き
れ
ば

、
月

明
か

り
と
星
空

に
癒

さ
れ

、
つ

い
で

に
ス

ト
ー

ブ
に

薪
を

つ
ぎ

た
す

。
 

寒
く

は
無

い
が
早

く
寝

た
こ

と
も

あ
り

、
４

時
過

ぎ
に
目

を
覚

ま
し

５
時

に
起
床

。
ス

ト
ー

ブ
上

に
置

い
た
ヤ

カ
ン

の
お
湯
等

で
各
自

朝
食

を
摂

る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

南
奥

駈
道

の
点

検
巡

視
無

事
完

了
の

前
祝

！
 

 
持

経
宿

い
ざ

出
発

！
 

阿
須
迦
利
岳

の
登

り
は

、
急

な
登

り
が
続

き
歩

き
初

め
に

は
堪

え
る

、
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倒
木

・
落
枝

が
あ

れ
ば

一
息

つ
け

る
の

だ
が

・
・

２
５

分
で
阿
須
伽
利
岳

へ
。

児
嶋

さ
ん
自

作
の
標
識

は
、
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
板

に
テ
プ
ラ

ー
で
黄

テ
ー

プ
に
黒

の
印
字

、
赤

の
矢
印

で
結
構
目
立

つ
。
 

桧
生

木
を
支

点
に

し
た
鎖
場

は
、
昨

春
に
玉
岡

・
生

熊
さ

ん
が
食

い
込

ん

だ
鎖

を
外

し
、

新
た

に
余
裕
も
持

た
せ

た
鎖
支

点
は
文
句
無

く
安
全

だ
。
 

証
誠
無
漏
岳

で
小
休
止

。
尾

根
や
斜

面
の
篠
竹

は
、
何
故

か
全

面
に
枯

れ

千
日
刈
峰

行
で
苦
労

し
た

作
業

が
う

か
が

え
ず

、
こ

れ
か

ら
の
歩

行
者

に
は

体
感

出
来

な
い

山
容

尾
根

に
な

っ
て

い
る

。
 

涅
槃
岳

手
前

の
尾

根
に
残

雪
が

あ
る

。
前

回
こ

の
地

点
に

は
無

く
太
古
ノ

辻
か

ら
の
斜

面
残

雪
が
心
配

さ
れ

る
。
涅
槃
岳

ま
で

青
木

さ
ん

が
、

鋸
で

倒

木
処

理
さ

れ
た

事
も

あ
り

、
チ
ェ

ン
ソ

ー
の

出
番

が
無

い
。
 

 
 

児
嶋

さ
ん

自
作

の
標

識
設

置
・

助
手

生
熊

さ
ん

。
涅

槃
岳

直
前

尾
根

に
残

雪
だ

！
 

涅
槃
岳

の
下

り
に

青
木

さ
ん

が
残

し
た
斜

木
が

あ
り

、
支
障

と
な

る
の

で

鋸
で

切
り

倒
す

。
低
タ
ワ

手
前

の
崩
落
箇
所

は
、
多
少
侵
食
崩
壊

が
進

ん
で

い
る
程

度
と
判
断

し
た

。
剣
光
門
（
低
タ
ワ
）

で
小
休
止

、
バ
イ
ケ
イ
ソ

ウ

の
新

芽
が

一
斉

に
芽

吹
い

て
い

る
。
 

昨
春
標
識
杭

を
支

点
に

し
た

ト
ラ
ロ

ー
プ

を
変
更

し
た

地
点

で
、
岩
稜
右

側
の

ト
ラ
ロ

ー
プ
伝

い
に

尾
根

に
登

り
、
Ｐ

１
３

１
７
ｍ

を
越

え
一
登

り
す

る
と
滝

川
辻

で
あ

る
。
岩
峰

の
般
若
岳

の
基
部

を
左

側
よ

り
回

り
こ

み
奥
駈

縦
走

路
へ

。
 

地
蔵
岳

手
前

の
緩

や
か

で
広

い
尾

根
に

は
、
朽
ち

た
倒

木
が
横

た
わ

り
何

処
が
南
奥
駈

道
か
判

り
ず

ら
く

、
朽
ち

た
倒

木
を

２
本

切
り

、
跨

い
で

通
る

こ
と

が
無

く
な

り
、
南
奥
駈

道
を
判

り
易

く
す

る
。
 

地
蔵
岳
( 小
守
岳
) で
小
休
止

。
薄

曇
り

で
あ

る
が

、
出

発
時

に
比
べ

る
と

さ
わ

や
か

な
風

に
な

り
、
眺

望
も

良
く
南

に
台
形

の
笠
捨

山
、

さ
ら

に
遠

く

に
鷲
ノ
巣

山
・
鵯

山
、
東

に
大
台
ヶ
原

山
系

、
北

に
釈
迦
ヶ
岳

が
真

近
か

に

見
え

る
。
一
下

り
す

る
と
嫁

越
峠

へ
、
石
柱
標
識

が
倒

れ
か

け
て

お
り

、

少
し

戻
す

が
根

本
策

に
は

な
ら

な
い

。
 

天
狗

の
稽
古
場

を
過

ぎ
、
奥
守
岳
直

前
の

尾
根

に
倒

木
が

４
本

あ
り
跨

い

で
通

っ
て

い
る

。
昨

春
の

点
検
巡
視

の
折

に
チ
ェ

ン
ソ

ー
の
チ
ェ

ン
刃

が
外

れ
処

理
出
来

な
か

っ
た

倒
木

で
あ

る
。
チ
ェ

ン
ソ

ー
で

２
本

切
、

３
本
目

を

切
り

出
す

と
、
石

に
当

た
っ

た
訳

で
は

な
い

と
思

う
が

、
チ
ェ

ン
ソ

ー
が
全

く
切

れ
な

く
な

る
。
残

り
２

本
は

切
断
寸

前
で
停
止

し
手

鋸
で

切
断

し
除

け

て
貰

う
。
 

カ
バ

ー
を
外

す
前

に
燃
料

と
オ
イ

ル
を

点
検

す
る

と
殆

ん
ど
無

い
。
原
因

は
燃
料

・
オ
イ

ル
不
足
？

で
な

く
石
等

で
刃

を
傷

め
た

と
思

わ
れ

る
。
 

カ
バ

ー
を
外

す
が

替
刃

は
規
格

が
違

う
様

だ
、
丸
ヤ
ス

リ
を
持

参
忘

れ
し

た
の

で
木
屑

を
除

き
再
組
立

し
、
試

切
す

る
と

先
程

よ
り

切
れ

る
様

に
な

る
。
 

早
朝

発
ち

と
空
腹

が
重

な
り
奥
守
岳

か
ら
天
狗

山
へ

の
登

り
は

、
足

の
運
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び
が
鈍

く
な

る
が

、
天
狗

山
で
昼
食

を
決

め
込

ん
で
頑
張

る
。
 

天
狗

山
( 三
等
三
角

点
) の

山
頂

は
、
多
少
風

が
あ

る
が

、
汗

を
か

い
た
体

に
は
心

地
よ

い
春
風

で
あ

る
。
昼
食

は
各
自
パ

ン
食

か
と
思

っ
た

ら
、
烏
帽

子
山
踏
破

時
い

な
り
寿
司

で
食

が
進

ん
だ

と
聞

い
て

い
た

か
ら

と
、

生
熊

さ

ん
い

な
り
寿
司

を
２

バ
ッ

ク
余

分
に
持

参
し

て
下

さ
り
皆

で
召

上
が

る
、
有

難
い

事
に
パ

ン
を
持
ち
帰

る
事

に
な

っ
た

。
 
 

ブ
ナ

・
ヤ

シ
オ
類

の
木

の
芽

の
蕾

が
固

い
中

に
、
黄

色
の
細

い
花

が
咲

い

て
い

る
、
生

熊
さ

ん
マ

ン
サ

ク
？

 
マ

ン
サ

ク
の
花

木
が

２
本

あ
り

満
開

だ
。
 

 
 

嫁
越

峠
の

石
柱

標
識

を
立

て
戻

す
 

 
 

 
天

狗
山

・
昼

食
後

の
出

発
前
 

天
狗

山
を
下

っ
た
所

で
単
独

の
登

山
者

と
す

れ
違

う
、

平
治
宿
泊

り
と

の

事
だ

が
、
毛
布
有

り
、
水
も
汲

み
置

き
し

た
の

で
持
経
宿
泊

り
を
勧

め
る

。
 

石
楠
花
岳

の
捲

道
に
径

３
０
㎝
強

の
ツ
ガ

が
倒

木
し

て
い

る
。

先
刻

よ
り

切
れ

る
様

に
な

っ
た
チ
ェ

ン
ソ

ー
で

時
間

を
か

け
切
断

し
、
ロ

ー
プ

を
架

け

て
引

っ
張

り
除

け
る

。
 

蘇
莫
岳

の
下

り
で
朽
ち

た
倒

木
を

処
理

し
大
古
ノ
辻

へ
。
涅
槃
岳

の
尾

根

に
残

雪
が

あ
り

、
太
古
ノ
辻

か
ら

の
急
斜

面
に
残

雪
が
多

く
残

っ
て

い
る

と

思
っ

て
い

た
が

、
残

雪
が
残

っ
て

い
る

が
道

が
殆

ん
ど
露

出
し
安
堵

す
る

。

小
休
止

し
、

池
郷

林
道

の
通

行
不
可

の
標
識

期
限

を
４

月
末

に
修

正
す

る
。
 

太
古

の
辻

か
ら
下

っ
た
階
段

で
雑

木
倒

木
を

処
理

す
る

。
今

回
の

点
検
巡

視
で

約
１

２
本

を
チ
ェ

ン
ソ

ー
処

理
し

た
が

、
昨
秋

か
ら

今
冬

間
の

倒
木

は

約
４
割

で
あ

っ
た

。
 

谷
沿

い
の

道
迄
下

る
と

、
釈
迦
ヶ
岳

に
登

る
２

名
の
登

山
者

と
す

れ
違

う
。
 

二
つ
岩
( 両
童

子
岩
) で
最
後

の
休
憩

。
そ

の
間

に
児

嶋
さ

ん
７
枚
目

の
標

識
を
設
置

す
る

。
急

な
階
段

を
下

っ
た
倶
利
伽
羅
石
下

に
閼
迦
坂

尾
根

へ
の

分
岐
標
識

が
あ

る
。
基
部

を
横

切
り
鎖
場

の
鎖

を
掴

ん
で
下

る
。
鎖

の
支

点

は
安
全

面
で
問
題

が
無

い
。
 

根
の
露

出
し

た
尾

根
に

は
、
朽

木
が

か
な

り
倒

れ
こ

ん
で

い
た

が
、

除
け

な
が

ら
辿

る
。
眼

前
の
五
百
羅
漢

の
眺

望
が

す
ば

ら
し

い
。
右

の
ヒ
メ

シ
ャ
ラ
純

林
を
下

る
と

、
所

々
白

い
コ

ブ
シ

の
大

木
が
目

を
引

き
、
自
然

林

尾
根

の
雰
囲
気

が
疲

れ
を
癒

し
て

く
れ
自
然

と
歩

が
進
む

。
 

閼
迦
坂
峠

で
休
憩

せ
ず

に
生

熊
さ

ん
先
導

で
小
仲
坊

へ
と
向

か
う

。
裏

行

場
へ

の
奥
駈

道
で

あ
る

が
、
斜

面
を
横

切
る

ト
ラ

バ
ー
ス

道
は

、
狭

く
所

々

崩
れ

て
い

る
、

行
場

へ
の

道
で

あ
り
ふ

さ
わ

し
い

の
か

な
？
 

ミ
ツ
マ
タ
群
落

の
斜

面
が

望
ま

れ
る

と
小
仲
坊

で
あ

る
。
横

道
を
辿

っ
て

い
る

と
、
そ

こ
か

ら
降

り
て
下

さ
い

と
五

鬼
助

さ
ん

の
声

が
す

る
、

川
島

さ

ん
か

と
声

が
か

か
り

、
下

っ
て
南
奥
駈

道
の
安
全

点
検
巡
視
終
了

の
報
告

と

挨
拶

を
交

わ
す

。
大

江
徳

子
さ

ん
が
迎

え
に
来

て
下

さ
っ

て
い

る
が

、
ゲ
―

ト
の
鎖

が
掛

か
り
歩

い
て

１
３

時
頃

に
着

き
待
機

と
の

事
。
 

お
堂

前
で
勤

行
後

、
コ

ー
ヒ

ー
タ
イ

ム
の

間
に

、
五

鬼
助

さ
ん

に
大

江
さ



 4 

ん
と
登

山
者

２
名

を
ゲ

ー
ト

前
駐

車
場

へ
回

送
し

て
頂

く
。
 

大
江

車
が
迎

え
に

戻
っ

て
来

る
。
沖
崎

さ
ん

か
ら

池
原
公
園

で
待
機

・
合

流
す

る
旨

の
電
話
連
絡

が
あ

る
。

ゲ
ー

ト
前

駐
車
場

で
帰
阪

の
青

木
さ

ん
と

別
れ

る
。
 

池
原
公
園

で
行
仙
岳

～
持
経
宿

の
点
検
巡
視

を
終

え
、

川
島

車
を

回
送

し

た
沖
﨑

・
畑

林
・

大
江

加
さ

ん
と

合
流

。
川

島
車

に
前

田
、

大
江

徳
車

に
沖

﨑
・
畑

林
・

大
江

加
、
児

嶋
・

生
熊

千
が

分
乗

し
、
流

れ
解
散

と
す

る
。
 

 

行
動
行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
 

４
月

１
１

日
( 金

)  
晴

・
薄

曇
 

新
宮

1
3
:3
0
→
1
4
:5
5
通

行
規

制
地

点
1
5
:0
0
→
1
5
:1
5
白

谷
林

道
口
→

1
5
:5
5
持
経
宿
→

千
年

桧
祠
往
復

1
6
:4
0
→
水
場
往
復
→
1
7
:0
0
持
経
宿

。
 

４
月

１
２

日
( 土

)  
快

晴
・

薄
曇
 

 
持
経
宿

持
経
宿

持
経
宿

持
経
宿
（（ （（
約約 約約

1
0
5
5
m
）） ））
6
:0
5
→
6
:3
0
阿
須
阿
須

阿
須

阿
須
迦迦 迦迦
利
岳
利
岳

利
岳

利
岳
(1
2
5
1
m
)6
:3
5
→
7
:0
5

証
誠
無
漏
岳

証
誠
無
漏
岳

証
誠
無
漏
岳

証
誠
無
漏
岳
(1
3
0
1
m
)7
:1
0
→
7
:4
0
涅
槃
岳

涅
槃
岳

涅
槃
岳

涅
槃
岳
(1
3
7
6
.2
m
)7
:4
5
→
8
:0
0

剣
光
門

剣
光
門

剣
光
門

剣
光
門
( 約約 約約

1
1
9
5
m
)8
:1
0
→
8
:4
0
滝
川
辻

滝
川
辻

滝
川
辻

滝
川
辻
( 約約 約約

1
3
1
0
m
) →

9
:3
5
地
蔵
岳

地
蔵
岳

地
蔵
岳

地
蔵
岳

(1
4
6
4
m
)9
:4
5
→
1
0
:0
0
嫁
越
峠

嫁
越
峠

嫁
越
峠

嫁
越
峠
( 約約 約約

1
3
4
5
m
) →

1
0
:4
5
奥
守
岳

奥
守
岳

奥
守
岳

奥
守
岳
（（ （（
約約 約約

1
4
8
5
m
ｍｍ ｍｍ
）） ））
→
1
1
:0
5
天
狗
山

天
狗
山

天
狗
山

天
狗
山
(1
5
3
6
.8
m
)1
1
:4
5
→
1
2
:4
5
太
古
太
古

太
古

太
古
ノノ ノノ
辻辻 辻辻

（（ （（
約約 約約

1
4
5
5
m
）） ））
1
2
:5
5
→
1
3
:3
5
二二 二二
つつ つつ
岩岩 岩岩
( 約約 約約

1
2
5
0
m
)1
3
:4
5
→
閼閼 閼閼
迦迦 迦迦
坂坂 坂坂

峠峠 峠峠
( 約約 約約

8
9
0
m
)1
4
:4
5
→
1
5
:1
5
前
鬼

前
鬼

前
鬼

前
鬼
・・ ・・
小
仲
坊

小
仲
坊

小
仲
坊

小
仲
坊
( 約約 約約

8
1
0
m
)1
5
:4
5
→

1
6
:2
0
池
原
公
園

1
6
:4
5
→
1
7
:4
5
新

宮
。

 
 

 
 
( 川

島
 
記
) 

    

 

 
 
 

大
古

ノ
辻

で
池

郷
林

道
通

行
止

め
期

間
修

正
 

小
仲

坊
・
ミ

ツ
マ

タ
の

花
前

で
 


